
 スコア別 ～学習範囲の目安～
現在のスコアと照らし合わせてみましょう。
スコアごとに基本的なスキルや多ジャンルの語彙が身についているか、自分の学校生活や日常生活の一部をぱっと英語で表現できるかを確認し、
学習の目安としましょう。
得意なジャンルやトピックを増やしましょう。
各問題のジャンルやトピックを併記しています。自分の得意・苦手なジャンルやトピックを知り、語彙や母語での知識の習得に役立てましょう。

Listening comprehension
● 英語の発音（口の動かし方）やイントネーション（強弱リズム）が身についていない場合は、まず、問題集の学習と並行して発音学習の

時間を確保しましょう。
● アカデミックな問題に出てくる語彙は、たとえ深く扱われないものでも、すべて書き出して意味と発音を確認し、例文を使ってスラスラ言えるまで

覚えましょう。
● 得意なジャンルと苦手なジャンルの語彙を明らかにして、関連する書籍や記事を積極的に読んだり、聞いたり、視聴したりしましょう。

Reading Comprehension
● 知らない単語があっても辞書を引かずに、語順通りに読む練習を徹底しましょう。
● 知らない単語を飛ばしても丁寧に正確に読む練習をすることで、上記の判断力が身につき、効率よく得点につなげられます。
● ⾧文を読む習慣をつけましょう。最初は音声と一緒に音読したり、オーバーラッピング（音声に合わせて声を重ねる）をしたりすることから始め、

いきなり黙読しないようにしましょう
● 問題のタイプを学び、「時間をかければ解ける問題」と「知識がないと解けない問題」を素早く判断できるようになりましょう。

【問題タイプ別の学習順】
1. 「主題」や「筆者の意図」に関する問題
2. 「詳細事項」「代名詞」に関する問題
3. 「同義語」や「慣用句」に関する問題
4. 「修辞的構造」に関する問題
5. その他すべての問題

Language Form and Meaning
根拠をもって、素早く解答できるまで繰り返し練習
語彙問題と文法問題の解き方の違いを認識する
● 語彙問題:単語そのものの意味を問います。類義語や、自コロケーションも含む
● 文法問題:時制や受動態、完了形などの動詞の形、接続詞や関係詞の使い方など、

⾧文読解の導入として、正解文の精読を徹底する
● 単に問題を解くだけでなく、正解文を丁寧に読み込む「精読」が不可欠です。
● 文の構造を把握:主語、動詞、修飾語などを特定し、文がどのような構造になっているかを確認します。

多ジャンルに触れる機会として語彙の構築に役立てる
● 知らない単語とその背景知識を一緒に学びましょう。
● 関連する出来事や人物、概念なども一緒に学ぶと、単語の定着率が上がります。
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